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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第１四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第１四半期 7,969 △1.5 567 △3.9 654 △2.8 505 11.5

30年３月期第１四半期 8,093 12.3 591 71.4 673 155.4 452 136.6
(注) 包括利益 31年３月期第１四半期 98百万円(△30.0％) 30年３月期第１四半期 140百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第１四半期 21.58 －

30年３月期第１四半期 19.35 －
　
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第１四半期 36,241 25,281 69.8

30年３月期 36,392 25,346 69.6
(参考) 自己資本 31年３月期第１四半期 25,281百万円 30年３月期 25,346百万円
　
　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － 7.00 － 7.00 14.00

31年３月期 －

31年３月期(予想) 7.00 － 7.00 14.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　
　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 16,600 △0.7 900 △33.6 900 △39.9 600 △47.1 25.64

通期 33,800 △0.5 2,000 △11.5 1,900 △21.9 1,500 △13.8 64.11
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

決算短信（宝印刷） 2018年08月09日 09時34分 1ページ（Tess 1.50(64) 20180525_01）



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：無
　　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無

② ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

④ 修正再表示 ：無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期１Ｑ 23,446,209株 30年３月期 23,446,209株

② 期末自己株式数 31年３月期１Ｑ 49,350株 30年３月期 49,350株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期１Ｑ 23,396,859株 30年３月期１Ｑ 23,397,000株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在所有している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がございます。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の設備投資や雇用環境、個人消費について底堅い回復基

調がみられました。海外においては、各国の通商政策の激化懸念、中東の原油リスクなど、先行き不透明な状況が

続いております。

当社グループでは、６月28日開催の第139回定時株主総会において、「藤倉コンポジット株式会社（英文：

FUJIKURA COMPOSITES Inc.）」へ商号変更することについて決議されました。なお、商号変更は2019年４月１日を

予定しております。

このような状況のもと、当第１四半期連結累計期間の売上高は79億６千９百万円(前年同四半期比1.5％減)、営業

利益は５億６千７百万円(前年同四半期比3.9％減)、経常利益は６億５千４百万円(前年同四半期比2.8％減)、親会

社株主に帰属する四半期純利益は５億５百万円(前年同四半期比11.5％増)となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　＜産業用資材＞

工業用品部門は、国内においては自動車、住宅機器、設備投資関連など総じて好調だったものの、北米の自動車

部品メーカーの在庫調整の影響を受け減益となりました。制御機器部門は、前期まで続いていた液晶・半導体関連

メーカーの設備投資が減速したため減収となりました。電気材料部門は、電力・情報通信等のインフラ工事用部材

の受注が増加しました。

この結果、売上高は51億４千８百万円(前年同四半期比3.8％減)、営業利益は４億２千９百万円(前年同四半期比

7.7％減)となりました。

　＜引布加工品＞

引布部門は、自動車、電気・電子関連等の受注が増加しました。印刷材料部門は、高付加価値製品に支えられて

売上を維持しました。加工品部門は、海外において舶用品の受注が増加しました。

この結果、売上高は12億７千７百万円(前年同四半期比14.7％増)、営業利益は１億１千７百万円(前年同四半期比

95.2％増)となりました。

　＜スポーツ用品＞

ゴルフ用カーボンシャフト部門は、昨年９月に発売した「Speeder Evolution Ⅳ」等のシャフトが多くのゴルフ

ァーから高い評価をいただいておりますが、ゴルフクラブメーカー向け製品の受注が一服したことにより減収とな

りました。アウトドア用品部門は、全体の需要は停滞気味ですが、キャラバンシューズやJack Wolfskin等の主力商

品が下支えとなり、前期並みの売上となりました。

この結果、売上高は14億４千７百万円(前年同四半期比5.8％減)、営業利益は１億５千５百万円(前年同四半期比

16.8％減)となりました。

　＜その他＞

物流部門は、荷動きが活発になり受注が増加しました。

この結果、売上高は９千５百万円(前年同四半期比5.6％増)、営業利益は２千１百万円(前年同四半期比6.1％増)

となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べ１億５千万円減少の362億４千１百

万円となりました。負債につきましては、前連結会計年度末に比べ８千５百万円減少の109億６千万円となりまし

た。純資産につきましては、252億８千１百万円となり、これらの結果、自己資本比率は前連結会計年度末の69.6％

から69.8％に上昇いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成30年５月15日の「平成30年３月期決算短信」で公表いたしました連結業績予

想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,601,571 5,770,062

受取手形及び売掛金 10,175,191 9,933,174

商品及び製品 2,308,578 2,370,296

仕掛品 2,210,322 2,346,315

原材料及び貯蔵品 780,280 858,769

その他 644,986 703,279

貸倒引当金 △26,689 △25,456

流動資産合計 21,694,240 21,956,441

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,112,216 4,901,844

機械装置及び運搬具（純額） 3,032,244 2,933,188

土地 3,182,345 3,179,557

建設仮勘定 786,583 795,422

その他（純額） 387,672 415,719

有形固定資産合計 12,501,061 12,225,732

無形固定資産

ソフトウエア 135,650 144,531

その他 207,734 177,388

無形固定資産合計 343,384 321,920

投資その他の資産

投資その他の資産 1,900,410 1,782,143

貸倒引当金 △46,521 △44,457

投資その他の資産合計 1,853,889 1,737,685

固定資産合計 14,698,335 14,285,338

資産合計 36,392,576 36,241,779
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,618,780 2,814,723

短期借入金 3,184,585 2,294,300

未払法人税等 292,104 49,079

賞与引当金 440,004 163,137

その他 1,583,415 1,426,624

流動負債合計 8,118,889 6,747,866

固定負債

長期借入金 1,290,000 2,490,000

環境対策引当金 29,513 29,513

退職給付に係る負債 954,367 960,369

資産除去債務 176,947 170,069

その他 475,869 562,716

固定負債合計 2,926,697 4,212,669

負債合計 11,045,587 10,960,535

純資産の部

株主資本

資本金 3,804,298 3,804,298

資本剰余金 3,212,485 3,212,485

利益剰余金 17,149,246 17,490,487

自己株式 △20,396 △20,396

株主資本合計 24,145,633 24,486,874

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 436,694 378,687

為替換算調整勘定 977,402 631,018

退職給付に係る調整累計額 △212,742 △215,335

その他の包括利益累計額合計 1,201,354 794,369

純資産合計 25,346,988 25,281,244

負債純資産合計 36,392,576 36,241,779
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 8,093,946 7,969,269

売上原価 5,943,889 5,795,234

売上総利益 2,150,057 2,174,034

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 151,994 128,229

給料及び手当 491,133 522,883

賞与引当金繰入額 25,775 30,759

退職給付費用 24,940 31,249

減価償却費 35,591 32,968

研究開発費 167,074 173,366

その他 662,405 686,607

販売費及び一般管理費合計 1,558,914 1,606,063

営業利益 591,142 567,970

営業外収益

受取利息 2,153 2,214

受取配当金 35,354 35,706

為替差益 7,480 38,601

受取賃貸料 11,026 10,994

補助金収入 12,098 ―

その他 38,644 18,192

営業外収益合計 106,758 105,709

営業外費用

支払利息 6,071 5,514

賃貸収入原価 3,679 4,252

その他 14,781 9,696

営業外費用合計 24,532 19,462

経常利益 673,369 654,217

税金等調整前四半期純利益 673,369 654,217

法人税、住民税及び事業税 87,023 43,506

法人税等調整額 133,588 105,691

法人税等合計 220,612 149,198

四半期純利益 452,756 505,018

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 452,756 505,018

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 36,007 △58,007

繰延ヘッジ損益 △202 ―

為替換算調整勘定 △366,954 △346,384

退職給付に係る調整額 18,398 △2,593

その他の包括利益合計 △312,751 △406,984

四半期包括利益 140,005 98,033

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 140,005 98,033
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額
(注)２

産業用資材 引布加工品
スポーツ
用品

その他

売上高

外部顧客への売上高 5,353,668 1,113,833 1,536,249 90,194 8,093,946 ― 8,093,946

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― 31,134 31,134 △31,134 ―

計 5,353,668 1,113,833 1,536,249 121,329 8,125,081 △31,134 8,093,946

セグメント利益 465,676 60,447 186,872 20,133 733,129 △141,986 591,142

(注) １ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去49千円及び各報告セグメントに配分していない全社費

用△142,035千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門にかかる費用

であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額
(注)２

産業用資材 引布加工品
スポーツ
用品

その他

売上高

外部顧客への売上高 5,148,940 1,277,410 1,447,668 95,249 7,969,269 ― 7,969,269

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― 28,907 28,907 △28,907 ―

計 5,148,940 1,277,410 1,447,668 124,156 7,998,176 △28,907 7,969,269

セグメント利益 429,958 117,981 155,524 21,362 724,826 △156,855 567,970

(注) １ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去112千円及び各報告セグメントに配分していない全社

費用△156,968千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門にかかる費

用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。
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